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修士論文要旨
【問題と目的】コルチゾールは，心理的ストレス反応を反映
する生理指標であるだけでなく，抑うつ症状を因果的に強
める要因の１つであると考えられている（Halligan et al., 
2007；Schule et al., 2009）。コルチゾールが抑うつ症
状に及ぼす影響を媒介する要因の一つとして注意の向性が
挙げられる。ストレス負荷によって分泌量が増加したコル
チゾールは，抑うつ関連刺激に対する注意の向きやすさや，
注意の解放困難である注意バイアスと関係する扁桃体の賦
活を高め，一方で情動価のない刺激への注意の向きやすさ
と注意の解放を行う認知的能力である注意機能と関係する
前頭前野の賦活を低下させる（McEwen, 2005）。しかし
ながら，Tsumura & Shimada（2012）においては，コ
ルチゾール反応性が，自動処理過程の注意バイアスを増悪
させることが示された一方，統制処理過程の注意機能に対
してはコルチゾール反応が影響を及ぼさないことが示され
た。これに対して，Henckens et al.（2012）は，ストレ
ス負荷後の時間経過によってコルチゾールが注意処理過程
に及ぼす影響が異なることを示している。そこで本研究で
は，ストレス負荷後の時間経過を考慮することによって，
コルチゾールが従来影響を及ぼすとされる注意バイアスだ
けでなく，注意機能に及ぼす影響を検討することを目的と
した。
【方　法】実験参加者　大学生，大学院生30名（女性14名，
男性16名，平均年齢22.8±2.2歳）。測度　（a）唾液中コ
ルチゾール濃度，（b）ネガティブ情動：Positive and 
Negative Affect Schedule日本語版（佐藤他，2001）「ネ
ガティブ情動」８項目のみ使用，（c）抑うつ気分：Visual 
Analogue Scale，（d） 反 す う 傾 向：Rumination 
Reflection Qustionnaire日本語版（高野他，2008），（e）
注意バイアス：The emotional modification of Posner’
s spatial cueing task（Posner, 1980），（f）注意機能：
Spatial cueing task（Posner, 1980）。なお，（e）～（f）
の課題は，手がかり刺激と同じ側にターゲット刺激が出る
valid試行においては，負の方向に値が大きくなるほど注意
の向きやすさが高く，ターゲット刺激の逆側にターゲット
刺激が出るinvalid試行においては，正の方向に値が大きく
なるほど注意の解放困難なことを示す。手続き　30分の安
静の後，pre測定として，（e）～（f）を実施した。実験参
加者は，post測定の270分前にストレス負荷課題（以下
TSST）を行うストレス負荷後後期群と，60分前にTSSTを
行う初期群にランダムに割り振られた。後期群はTSSTを
行い，初期群は自由行動とした。自由行動中は，コルチゾー
ルに影響を及ぼすと思われる活動への従事を統制した。初
期群は自由行動後TSSTを実施した。その後，post測定と
して再び（e）～（f）を実施した。なお，（a）～（d）は，
計10回（安静後，270分前，240分前，210分前，180分
前，60分前，30分前，０分，30分後，60分後）測定し
た。
【結果と考察】ストレス負荷後後期群と初期群の各群におい
てTSSTによるコルチゾール値の増加量の中央値を基準と
して，High responderとLow responderに割り振った。
ストレス負荷によるコルチゾール反応性とストレス負荷後
の時間経過が及ぼす影響を検討した結果，注意バイアスに
対しては，自動処理においていずれも影響がなく，統制処
理においてコルチゾール反応性にかかわらず，ストレス負
荷後初期群の方がpost期の増悪が示された。注意機能に対
しては，自動処理において時間経過やコルチゾール反応性
にかかわらず，post期に注意機能の向上が示された。一方，
統制処理において，High responderにおけるvalidの得点
がpost期にLow responderより高くなる傾向が示された
（Figure）。抑うつ症状においては，コルチゾール反応性に
かかわらず，ストレス負荷直後にネガティブ情動と抑うつ
気分が高まり，反すう傾向は変化がないことが示された。
以上のことから，コルチゾールは統制的な注意の向きやす
さの低下，すなわち意識的な刺激の回避を強める可能性が
あると考えられる。したがって，抑うつへの介入の際，従
来の注意バイアスへの介入だけでなく，コルチゾールの高
い反応性を伴う者に対しては，注意機能を標的とした介入
が抑うつ症状の低減に有効である可能性が示唆された。
唾液中コルチゾールと注意バイアスおよび注意機能が
抑うつ症状に及ぼす影響
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Figure　統制処理におけるvalid試行の注意機能得点
